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3
・
4
年
生
23
名
と
修
士
課
程
3
名
が
所
属
す
る
研
究
室
で
す
。
財
務
会
計
を
基
盤
に
、
企
業
情
報
と
資
本
市
場
の

関
係
を
実
証
的
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

浅あ
さ

野の

敬た
か

志し  

商
学
部　

教
授

　

私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、﹁
企
業
情
報
と
資

本
市
場
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
会
計
情
報
や
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
が
投
資
家
の
行
動
や
企

業
価
値
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か

を
実
証
的
に
分
析
し
て
い
ま
す
。
会
計
は
、

企
業
の
経
済
活
動
の
結
果
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
に
伝
え
る
た
め
の
﹁
ビ
ジ
ネ
ス
の
共
通

言
語
﹂
で
あ
り
、
投
資
家
の
意
思
決
定
を
支

え
る
重
要
な
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
企
業

情
報
の
質
や
透
明
性
は
、
資
本
市
場
の
公
正

性
や
信
頼
性
に
も
直
結
し
ま
す
。
研
究
室

で
は
、
こ
の
会
計
の
情
報
提
供
機
能
に
注

目
し
、
企
業
情
報
が
ど
の
よ
う
に
投
資
家

の
行
動
や
企
業
価
値
に
結
び
つ
く
の
か
を

探
究
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
企
業
が
社
会
と
の
共
生
を
重
視

し
、
持
続
的
な
成
長
を
目
指
す
新
し
い
動
き

に
も
関
心
を
広
げ
て
い
ま
す
。
企
業
の
情
報

開
示
は
単
な
る
義
務
で
は
な
く
、
社
会
と
の

対
話
を
促
す
重
要
な
手
段
で
す
。
そ
の
内
容

や
伝
え
方
に
よ
っ
て
、
企
業
価
値
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
研
究
室
で
は
、
デ
ー
タ

を
用
い
て
こ
う
し
た
情
報
の
有
用
性
を
検
証

し
、
よ
り
良
い
情
報
開
示
や
資
本
市
場
の
形

成
に
貢
献
で
き
る
知
見
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
制
度
や
実
務
の
変
化
に
も
目
を
向
け
、

会
計
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
時
代
の
中
で
捉

え
直
す
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
面
で
は
、
学
部
・
大
学
院
を
問
わ
ず
、

学
生
が
自
ら
問
い
を
立
て
、
デ
ー
タ
を
基
に

検
証
す
る
研
究
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
統
計

を
活
用
し
た
実
証
研
究
や
、
企
業
の
統
合
報

告
書
の
分
析
な
ど
を
通
じ
て
、
数
字
と
そ
の

背
後
に
あ
る
企
業
の
意
思
や
戦
略
を
読
み
解

く
力
を
養
い
ま
す
。Ｃ
Ｆ
Ａ
協
会
リ
サ
ー
チ
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
やQ

U
IC
K

社
の
統
合
報
告
書

学
生
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ン

ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
研
究
発
表
な
ど
、

学
内
外
で
成
果
を
発
信
す
る
機
会
も
多
く

あ
り
ま
す
。
理
論
と
実
践
を
行
き
来
し
な

が
ら
、
社
会
的
課
題
を
会
計
学
の
視
点
か

ら
考
え
る
力
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
﹁
半
学
半
教
﹂
の
理
念
の
下
、
教
員
と
学

生
が
共
に
学
び
合
い
、
研
究
を
通
じ
て
社
会

の
仕
組
み
を
理
解
し
、
企
業
と
資
本
市
場
の

こ
れ
か
ら
の
姿
を
探
る
。
そ
れ
が
浅
野
研
究

室
の
目
指
す
姿
で
す
。

　浅野研究室では、財務会計や経営分析に加え、サステナビリテ
ィについても学び、日々ゼミ生同士が切磋琢磨しています。座学
にとどまらず、実際の企業データを用いた実践的な学びが特長で
す。特にCFA協会が主催するリサーチ・チャレンジでは、定性・
定量の両面から企業を分析し、投資判断をまとめたアナリストレ
ポートを作成します。研究室はこの大会で２年連続国内決勝に進
出しました。研究室内には互いに教え合い、高め合う文化があり、
卒論をはじめとする研究の途中経過の発表後には、活発な議論が
交わされます。創設３期目の新しい研究室ならではの自由で活気
ある雰囲気が魅力です。

会計とサステナビリティを実践から学ぶ
佐
さ

藤
とう

　栞
しおり

君　商学部４年

企業と資本市場をつなぐ会計の役割を考える
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世
界
各
地
で
の
調
査
を
通
じ
、
健
康
格
差
の
是
正
に
取
り
組
む
研
究
室
で
す
。
多
様
な
経
験
を
持
つ
学
生
た
ち

が
互
い
の
知
見
を
共
有
し
、
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

藤ふ
じ

屋や

リ
カ  

看
護
医
療
学
部　

准
教
授

　
﹁
す
べ
て
の
人
に
健
康
を
﹂。
こ
れ
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
に
お
け
る
究
極
と
も
い
え

る
目
標
で
す
。
私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
は
、
そ
の

目
標
に
向
か
っ
て
、
現
代
社
会
に
お
け
る
問

題
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
国
際
的
な
視
点

を
持
ち
な
が
ら
、
脆
弱
な
立
場
に
置
か
れ
て

い
る
人
々
の
健
康
に
つ
い
て
着
目
し
、
健
康

格
差
の
是
正
を
目
指
し
て
、
看
護
や
医
療
が

人
々
の
健
康
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か

を
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
実
践
・
研
究
で

き
る
よ
う
、
各
自
が
テ
ー
マ
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
看
護
医
療
学
部
の
４
年
生
、

健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
の
大
学
院
生
、
助

教
、
特
任
講
師
と
私
の
総
勢
11
名
で
、
研
究
フ

ィ
ー
ル
ド
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

イ
ン
ド
、
ケ
ニ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
、
日
本
︵
外
国

人
の
健
康
課
題
︶
等
と
多
様
で
、
研
究
活
動
等

で
海
外
に
出
て
い
る
学
生
も
い
る
の
で
全
員
が

一
堂
に
会
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
経
験
を
共
有
し
、
互
い
の
経
験
か
ら

の
知
見
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
学
び
を
深

め
て
い
ま
す
。
日
本
語
、
英
語
、
ア
ラ
ビ
ア

語
が
飛
び
交
う
活
気
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

紛
争
や
貧
困
は
多
様
な
要
因
が
複
雑
に
絡

み
合
っ
て
お
り
、
人
々
は
根
源
的
な
問
題
の

解
決
が
困
難
な
中
で
生
き
て
い
て
、
健
康
へ

の
負
の
影
響
は
大
き
い
で
す
。
困
難
な
状
況

に
あ
っ
て
も
、
よ
り
よ
く
生
き
て
い
く
た
め

に
人
々
が
自
ら
実
践
し
て
い
る
知
恵
や
取
り
組

み
か
ら
学
び
、
共
に
健
康
課
題
の
解
決
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
な
視
点
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

看
護
医
療
学
部
に
は
、
４
年
次
に
大
学
院

健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
の
科
目
を
先
取

り
履
修
し
、
大
学
院
に
入
学
し
た
後
１
年
間

で
必
要
な
残
り
の
単
位
を
取
得
し
修
士
論
文

審
査
に
合
格
す
る
こ
と
で
修
士
課
程
を
１
年

間
で
修
了
で
き
る
５
年
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
り
ま
す
。
保
健
分
野
で
国
際
的
な
活

動
を
展
開
し
て
い
く
場
合
、
専
門
分
野
の
修

士
号
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
将
来
、

国
際
機
関
等
で
の
活
動
に
従
事
し
た
い
と
希

望
す
る
学
生
に
と
っ
て
魅
力
的
な
コ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。
５
年
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
学
生
は
履
修
科
目
が
多
く
忙
し
い
の
で

す
が
、
ゼ
ミ
で
は
豊
富
な
経
験
を
持
つ
大
学

院
生
や
教
員
と
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
、
積

極
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。

看護・医療の視点から世界の健康格差に迫る

ゼミナール・研究室紹介

　藤屋ゼミは、多国籍のメンバーで構成され、教員や博士課程の
学生も一緒に、国際保健看護分野の研究について実践や議論を通
じ、学びを深めています。現在５年一貫教育プログラムの大学院
修士課程１年生２名は、それぞれケニア、カンボジアで、修士論
文執筆に向けた研究を実施しています。私たちは2024年の夏、
紛争下における健康、人道支援などを学ぶことを目的にスイスに
て、国際機関や博物館などを訪問し、専門家へのインタビューを
行いました。グローバルヘルスの歴史的潮流と国際機関の役割を
現場で働いている方から直接学び、キャリアと研究に生かしてい
きたいと思います。

研究を通じて、自分の考えを自分に問う
梅
うめ

田
だ

理
り

紗
さ

子
こ

君・吉
よし

岡
おか

碧
あお

唯
い

君　看護医療学部４年


